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今
回
の
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ

ル
ス
感
染
症
に
お
い
て
、

国
・
県
・
そ
し
て
町
独
自
の
対
策

や
、
各
種
各
方
面
に
支
援
策
を
示

さ
れ
実
行
さ
れ
た
。
し
か
し
な
が

ら
こ
の
コ
ロ
ナ
禍
で
困
窮
さ
れ
て

い
る
人
は
た
く
さ
ん
お
ら
れ
、
そ

の
中
で
も
お
な
か
に
赤
ち
ゃ
ん
を

抱
え
て
い
る
妊
婦
さ
ん
、
と
り
わ

け
お
な
か
の
赤
ち
ゃ
ん
に
は
今
回

の
特
別
給
付
金
は
支
給
さ
れ
て
い

な
い
。

　

こ
の
感
染
症
の
流
行
は
、
結

婚
・
妊
娠
・
出
産
・
子
育
て
の
皆

さ
ん
も
多
大
な
ご
負
担
を
与
え
て

お
り
、
当
町
の
宝
で
あ
る
子
ど
も

を
、
安
心
し
て
生
み
育
て
る
環
境

を
整
え
る
こ
と
の
重
要
性
を
感
じ

て
い
る
。

　
今
回
の
特
別
給
付
金
の
対
象
に

な
ら
な
い
、
令
和
２
年
度
に
生
ま

れ
る
お
な
か
の
赤
ち
ゃ
ん
も
、
町

独
自
の
特
別
給
付
金
の
対
象
と
な

る
よ
う
お
願
い
す
る
。

　

長
期
化
す
る
こ
の
コ
ロ
ナ
禍
の

　

地
域
住
民
の
方
が
、自
ら
学
び
、

人
々
と
交
流
し
、
主
体
的
に
活
動

展
開
す
る
拠
点
と
し
て
活
用
出
来

る
こ
と
を
ね
ら
い
と
し
て
い
る
。

本
年
６
月
に
企
画
運
営
委
員
会
で

イ
ベ
ン
ト
や
企
画
を
議
論
し
て
い

た
だ
い
て
い
る
。

　

本
来
で
あ
れ
ば
、
か
か
る
議
論

は
早
期
に
行
う
べ
き
だ
が
、
今
般

の
コ
ロ
ナ
禍
に
よ
り
、
委
員
会
の

設
置
・
開
催
が
６
月
と
な
っ
た
。

　

仮
に
エ
レ
ベ
ー
タ
ー
を
設
置
す

　

２
階
に
上
が
る
手
段
は
、
屋
外

の
階
段
に
昇
降
機
を
検
討
す
る
。

ま
た
、
建
物
の
裏
側
を
身
体
障
害

者
用
と
兼
ね
た
臨
時
の
駐
車
ス

ペ
ー
ス
と
し
て
確
保
し
て
い
る
。

一
層
、
利
用
し
や
す
い
施
設
に
進

め
て
い
く
。

　

来
館
者
が
安
全
安
心
に
施
設
を

利
用
で
き
る
環
境
を
確
保
す
る
こ

と
は
重
要
で
あ
る
が
、
文
化
財
指

定
に
伴
う
一
定
の
制
限
が
あ
る
こ

と
等
を
踏
ま
え
、
職
員
、
ス
タ
ッ

フ
に
よ
る
利
用
者
の
サ
ポ
ー
ト
を

す
る
こ
と
で
対
応
す
る
。

（
町
長
）

（
ま
ち
づ
く
り
協
働
課
長
）

（
ま
ち
づ
く
り
協
働
課
長
）

（
ま
ち
づ
く
り
協
働
課
長
）

（
ま
ち
づ
く
り
協
働
課
長
）

（
ま
ち
づ
く
り
協
働
課
長
）

問答

答

答答

答

答

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
禍

の
中
で
、
お
な
か
の
赤

ち
ゃ
ん
に
も
支
援
策
の
特

別
給
付
金
の
支
給
を
求
め

る
。

ゆ
め
ま
ち
テ
ラ
ス
え
ち

の
、
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
と
ユ

ニ
バ
ー
サ
ル
デ
ザ
イ
ン
化

に
つ
い
て
。

コロナ禍の中、おなかの赤ちゃん
にも特別給付金を

Q

妊婦とおなかの赤ちゃんを支えるため、
給付金を支給

A
森野　隆森野　隆 議員議員

②
所
有
者
の
管
理
責
任
意
識
の
向

①
防
災
、
防
犯
等
の
深
刻
化
が
懸

念
さ
れ
る
。
未
然
防
止
と
解
消
に

は
、
そ
の
実
情
に
応
じ
た「
発
生

予
防
」「
適
正
管
理
」「
利
活
用
」

に
取
り
組
む
。

③
地
域
住
民
の
通
報
等
に
よ
り
、

文
書
指
導
等
で
改
善
を
促
し
て
い

る
。
危
険
空
き
家
の
除
却
を
促
す

た
め
、
特
定
空
家
等
の
認
定
基
準

を
今
年
度
中
に
制
定
す
る
。

（
企
画
担
当
政
策
監
）

（
町
長
）

（
産
業
担
当
政
策
監
）

答 答

答

空き家対策の推進につ
いて

おなかの赤ちゃんにも
支援策を

荒廃していく空き家
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空
き
家
対
策
の
推
進

災
害
に
強
い
ま
ち
づ
く
り
の

推
進（
水
害
時
の
行
動・避
難
情
報
の
伝
達
）

①
空
き
家
が
増
加
す
る
課

　
題
を
ど
う
認
識
し
て
い

る
か
。

②
発
生
予
防
の
観
点
か
ら
ど
の
様

な
対
策
を
講
じ
る
の
か
。

③
生
活
安
全
の
観
点
か
ら
ど
の
様

な
対
応
を
と
っ
て
い
る
か
。

④
空
き
家
バ
ン
ク
制
度
の
成
果
と

移
住
者
を
増
や
す
対
策
に
つ
い

て
。

⑤
中
山
道
の
空
き
家
・
店
舗
を
有

効
活
用
し
た
街
づ
く
り
に
つ
い

て
。

⑥
空
家
等
対
策
協
議
会
で
の
空
家

等
の
利
活
用
等
の
協
議
に
つ
い

て
。

①
７
月
の
九
州
豪
雨
に
対

　
す
る
町
と
し
て
の
認
識

は
。

②
防
災
訓
練
で
避
難
情
報
伝
達
や

　
連
携
の
推
進
は
。

③
ハ
ザ
ー
ド
マ
ッ
プ
の
周
知
と
活

　
用
方
法
の
啓
発
は
。

④
戸
別
受
信
機
デ
ジ
タ
ル
化
に
対

　
応
す
る
機
器
更
新
の
進
捗
状
況

　
は
。

⑤
行
政
は
「
共
助
」
の
意
識
付
け

　
を
ど
う
し
て
い
く
の
か
。

⑥
独
居
や
高
齢
者
等
「
災
害
弱

者
」
世
帯
の
避
難
に
対
す
る
対

応
は
。

ゆ
め
ま
ち
テ
ラ
ス
え
ち
の

キ
ー
ワ
ー
ド
で
あ
る
「
居

場
所
」
に
つ
い
て
は
、
ど
の
様
に

実
現
し
て
い
く
の
か
。

も
っ
と
早
期
に
ガ
イ
ド
ラ

イ
ン
策
定
は
行
う
べ
き
で

あ
っ
た
と
考
え
る
が
町
の
見
解
を

尋
ね
る
。誰

も
が
安
全
に
安
心
し
て

２
階
に
上
が
れ
る
環
境
の

整
備
を
早
急
に
求
め
る
が
、
町
の

見
解
は
。

す
ぐ
に
出
来
る
ユ
ニ
バ
ー

サ
ル
デ
ザ
イ
ン
や
、
バ
リ

ア
フ
リ
ー
化
は
早
急
に
着
手
し
て

い
た
だ
き
た
い
。

ユ
ニ
バ
ー
サ
ル
デ
ザ
イ
ン

の
、
観
点
か
ら
も
２
階
の

活
用
に
は
、
エ
レ
ベ
ー
タ
ー
の
設

置
が
不
可
欠
と
考
え
る
が
、
町
の

考
え
は
い
か
が
か
。

⑥
避
難
行
動
要
支
援
者
支
援
制
度

に
基
づ
き
、
災
害
発
生
時
の
支
援

を
希
望
さ
れ
る
方
か
ら
要
支
援
者

登
録
申
請
を
受
け
付
け
個
別
調
書

を
作
成
し
て
い
る
。
自
治
会
長
や

民
生
委
員
、
消
防
署
な
ど
へ
必
要

な
情
報
を
提
供
し
、
有
事
の
際
に

連
携
し
た
対
応
が
取
れ
る
よ
う
に

し
て
い
る
。

④
８
月
末
現
在
５
軒
が
登
録
、
地

域
お
こ
し
協
力
隊
６
名
の
内
、
４

名
が
町
内
空
き
家
物
件
に
居
住
。

　

移
住
者
を
増
や
す
た
め
、
良
質

な
登
録
物
件
の
増
加
や
移
住
し
た

い
と
思
え
る
情
報
発
信
が
重
要
。

補
助
制
度
の
拡
充
等
、
魅
力
あ
る

施
策
を
展
開
す
る
。

⑤「
ウ
ォ
ー
カ
ブ
ル
タ
ウ
ン
創
造

事
業
」
に
着
手
。
空
き
店
舗
等
の

実
態
調
査
や
マ
ッ
チ
ン
グ
事
業
に

取
り
組
む
。
愛
知
川
駅
の
機
能
強

化
、
観
光
拠
点
等
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー

ク
化
に
よ
り
、
町
内
の
周
遊
度
を

高
め
賑
わ
い
の
あ
る
街
中
の
創
出

に
取
り
組
む
。

⑥
７
月
の
第
１
回
協
議
会
で
、
空

き
家
の
現
状
と
課
題
を
共
有
。

　

今
後
、
特
定
空
家
等
の
認
定
基

準
、
新
た
な
補
助
制
度
等
を
議
論

①
コ
ロ
ナ
禍
と
い
う
新
た
な
環
境

下
で
避
難
所
運
営
を
行
う
と
共
に
、

住
民
の
生
命
・
身
体
を
守
る
た
め

必
要
が
あ
る
場
合
躊
躇
す
る
こ
と

な
く
避
難
指
示
等
を
発
令
す
る
。

②
防
災
訓
練
の
機
会
を
活
用
し
町

（
福
祉
担
当
政
策
監
）

（
企
画
担
当
政
策
監
）

（
町
長
）

（
企
画
担
当
政
策
監
）

問

問

問

問問

問

問

答

答

答答

徳田　文治徳田　文治 議員議員

空き家増加の取り組みはQ

発生予防・適正管理・利活用に取り組むA

＊
ユ
ニ
バ
ー
サ
ル
デ
ザ
イ
ン
と
は

性
別
、
人
種
、
障
が
い
、
能
力

に
関
係
な
く
、
誰
で
も
が
最
大

限
利
用
で
き
る
こ
と
を
目
指
す

も
の

の
情
報
発
信
内
容
の
周
知
、
自
治

会
内
の
連
携
強
化
を
図
る
。

③「
防
災
ガ
イ
ド
ブ
ッ
ク
」
は
、

今
年
度
浸
水
想
定
範
囲
等
の
見
直

し
や
感
染
対
策
を
加
え
た
改
訂
を

行
い
、
全
戸
配
布
の
上
、
各
自
治

会
等
で
の
防
災
訓
練
や
出
前
講
座

を
通
じ
て
周
知
し
て
い
く
。

④
現
在
、
機
器
の
製
造
、
近
畿
総

合
通
信
局
と
の
周
波
数
帯
調
整
、

戸
別
受
信
機
の
配
布
方
法
の
調
整

等
実
施
し
て
い
る
。
11
月
を
目
途

に
戸
別
受
信
機
の
交
換
作
業
を
開

始
し
、
２
月
完
了
の
日
程
で
整
備

を
進
め
て
い
る
。

⑤「
自
ら
の
地
域
は
自
ら
が
守
る
」

と
い
う「
共
助
」
に
対
す
る
意
識

の
向
上
に
向
け
、
各
自
治
会
の
防

災
訓
練
へ
の
職
員
派
遣
、
防
災
研

修
、
出
前
講
座
等
を
通
じ
て
、
地

域
の
防
災
力
強
化
を
支
援
す
る
。

中
で
、
経
済
的
に
も
よ
り
負
担
を

強
い
ら
れ
て
い
る
、
妊
婦
と
お
な

か
の
赤
ち
ゃ
ん
を
支
え
る
た
め
、

給
付
金
等
の
支
援
策
を
実
施
し
て

い
き
た
い
と
考
え
て
い
る
。

（
9
月
議
会
最
終
日
に
、
お
な
か

の
赤
ち
ゃ
ん
に
町
独
自
の
特
別
給

付
金
11
万
円
が
支
給
さ
れ
る
こ
と

が
決
定
。
令
和
2
年
4
月
28
日
か

ら
令
和
3
年
3
月
31
日
生
）

る
場
合
、
５
千
万
円
以
上
の
費
用

が
必
要
と
な
り
、
現
時
点
で
は
エ

レ
ベ
ー
タ
ー
を
設
置
す
る
こ
と
は

考
え
て
い
な
い
。

す
る
予
定
。
地
域
、
不
動
産
等
の

関
連
事
業
者
、
大
学
等
の
協
力
・

連
携
が
求
め
ら
れ
、
議
論
を
行
う

と
共
に
対
策
を
進
め
て
い
る
。

上
、
住
宅
の
良
質
化
・
長
寿
命
化

の
取
組
が
重
要
。
改
修
補
助
制
度

の
創
設
等
、
支
援
制
度
の
拡
充
も

検
討
す
る
。


